が、 猫の 姿 は 見えなかった。 どこへ にげこん だの だ 

ろうと 思って いると、 また 「にや— お」 と 猫 はないた- 

青 二 はぎ くりとした。 というの は、 猫の ないた の は 

彼が 草 むらの 方へ 顔 を つきだし ている その すぐ 鼻 の 先 

ともい つて いい ほどの 近くだった からで ある。 

しかも、 猫の 姿 は 見えなかった。 

青 二 は、 うしろへ 身 を ひいて、 顔色 を かえた。 ふし 

ぎな こ ともあれば ある もの だ。 たしかに 猫の なき 声が 

する のに 姿が 見えない ので ある。 

「にや ー おん」 猫 はまた ないた。 青 二 は、 ぶる つと ふ 

るえ た。 彼 は、 ある こと を 思いつい たの だ。 



(これ は ひょっとすると、 死んだ ミィの たましいが あ 

ら われた のではないだろう か) 

死人の たましいが 出て くる 話 は、 いくど もき いた こ 

とが ある。 しかし 死んだ 猫の たましいが 出て きた 話 は、 

あまりき いた ことがなかった。 でも、 今 はそうと しか 

考えよう がない のだった。 

「おい ミィ かい」 

青 二 は、 思いきって、 ふるえる 声で、 そういって、 

声をかけた。 

「にや— お」 返事が、 同じと ころから きこえた。 

「あつ！」 青 二 は、 おどろきの 声 を あげて、 その 場に 



すくんで しまった。 という わけ は、 彼 は そのと き、 草 

の 上に 二つ の 光る ものが ういて いるの を 見つけた から 

である。 

それ はなんだ か、 えたいの 知れない ものだった。 た 

ぎょうぎ 

だ ぴかぴかと 光って、 行儀よ く 二つが ならんで いた。 

大きさ は ラムネの ガラス 玉 を 四つ 五つ あわせた ぐらい 

あって、 全体 はう す 青く、 そしてまん 中のと ころが 黄 

色で、 その また 中心のと ころが 黒かった。 

(目玉の よう だが、 いったいなんだろう) 

とたんに、 また 「にや— おん」 と あまえる ような 声 

がき こえた。 たしかに その 二 つの 玉の すぐそばから 声 



玉で あるら しく 思われる。 

それから 新 発見が あった。 見えない 猫の 二 本の 前足 

が、 細い ゴムの バンドで 結んで ある ことだった。 その 

ゴムの バンド は、 草 むらの 中に あって、 よくよく 見な 

いと、 青 二の 目に は、 はいらない 場所であった。 

こわい よりも、 今や 青 二 は、 好奇心に わき 立った。 

青 二 は、 その あやしい 猫の ような 動物 を 抱き あげた _ 

たしかに 猫ぐ らいの 重さが 感じられた。 青 二 は、 それ 

をし つかりと 抱いて、 道へ 出た。 そして、 自分の 家の 

方へ 歩き 出した。 

その 動物 は、 おとなしかった。 もうな き はしな かつ 



「えらい ことにな つた」 と、 青 一 一は その 場に うずくま つ 

てな げき 悲しんだ。 

なぜ そんな ことにな つたの か、 青 二に は、 わからな 

かった。 あの 見えない 猫と 同じような ふしぎな 現象 

が、 今 自分の からだの 上に あらわれて 来たの だ。 

「これから どうなる だろう か。 自分 も あの 猫の ように ■ 

からだが すっかり 見えな くな つ てし まう ので は ある ま 

いか。 ああ、 そうな つたら、 もう 生きて はいられない- 

自分 は 化け物 あっかいされ るだろう から …… 」 

青 二 は、 ここで、 重大な 決心 をし なければ ならな く 

なった。 このまま うちにいて、 化け物 あっかい される 



「シ— • エッチ. プル ボンド ンケン 博士 曰く、 * 透明 猫 

は 一 万年 間に 一 ぴき あらわれる ものであるん である" 

と」 

「インチキ にあらず。 ちゃんと 生きて います。 インチ 

ぞ う て い 

キを 発見され た 方に は、 即金で 金 十万 円 也 を 贈呈し ま 

す。 透明 猫 普及 研究 協会 総裁 村 越 六 麿 敬白」 六さん 

はえら い 名前まで こしらえて、 でかでかと、 とびらに 

はり 出した。 

こいつ は、 はたして 大 あたりだった。 二十 円 を は 

ら つて 入場者が はいる こと、 はいる こと。 

おおいり まんいん 

「大入 満員に つきし ばらく 客 どめ。 その あいだ、 ここ 



かならず その 人のから だが やがてもう ろうとな つ て 透 

明 化する ことが 分った。 つま リ 伝染性が あるの だ。 

大きな 恐怖が ひろがって いった。 だが、 この さわぎ 

は、 事件 発生 後 七日 目に 急に 解決す る ことと なった。 

というの は、 はじめの 「透明 猫」 をつ くった 羽根 木 

博士と いう 学者が、 その 筋へ 名乗り出 たからで ある。 

博士の 研究 は、 肉体の 透明 化に あった。 からだ を、 

空気と 同じ 反射率、 屈折率 を もたせる ことにあった。 

博士 は、 かびの 一種が、 そういう ことに 強い 働きの あ 

る こと を 発見し、 自分の 研究室で その かび を i 口 養して 

は、 いろいろな 虫 や モルモット や 猫に 植えて いたので 



ある。 

例の 猫 も、 前足と 後足と を それぞれ しばり、 かび を 

植えた 直後だった が、 その後 足の ひもが とけた ので、 

研究室から 外へ にげだし、 崖の 下へ おちた。 そのと き 

青 一 一が 通りかかって 猫 を 拾った わけ だ。 

しかし 青 二 は 猫に さわった ので、 青 二 もまた 透明に 

なった。 見世物 小屋で この 猫に さわった 連中 も、 みな 

同じ ことだった。 博士 は、 その かび を 殺す 薬 を 用意し 

ていたので、 それ を 注射す る ことによって、 透明人間 

たち は みんな もとの 不透明に もどる ことが 出来た。 

青 一 一 も 今 は うれしく 自分の 家へ もどる ことができた- 



六さん も 心 を 改め、 もうけ を ほんとうに 山 わけに した _ 

青 二のお 母さん も、 青 一 一が もど つ てきた ので 大 よろこ 

びであった。 のこる 問題 は、 羽根 木 博士の 研究の こと 

であるが、 博士 は 今まで 発見して いなかつ たこの 研究 

の 結果 を、 どういう 方面に 活かして 使おうかと、 今、 

考え 中 だそう である。 
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